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☆☆ ＮＴＴデータの沿革と売上高・営業利益推移についてＮＴＴデータの沿革と売上高・営業利益推移について

A－1

A．当社と競争企業

2,288

3,949
4,335

4,552
4,799

6,116

6,765
7,101 7,253

8,019
8,321 8,467 8,541

9,072

10,449
10,744

11,200

174 312 380 326 346 330 409 523 475 502 568 507 587 594 615 597
392 468

902 959 1,050

8,010

3,061

3,449

5,622

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

1994年～2000年

年平均成長率
8.9％

2000年～2004年
1.6％

2004年～2007年
7.9％

10,000

1988年 ＮＴＴデータ通信（株）として、ＮＴＴより分社・独立

1995年 東京証券取引所市場第二部上場

1996年 東京証券取引所市場第一部指定

1998年 （株）ＮＴＴデータに社名変更

2007年 連結売上高１兆円達成

中期経営の３ヵ年スタート

当社の沿革

（億円）

単独営業利益

連結営業利益

単独売上高

連結売上高

（予想）

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
売上高 1.01 1.02 1.04 1.07 1.13 1.16 1.20 1.22 1.25 1.33

営業利益 1.00 1.01 1.06 1.07 1.17 1.30 1.28 1.11 1.21 1.31

【連単倍率】
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20代

30代
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4.4％

7.1％

6.3％

増員率/年

（人）

（年度）

海外社員数

単独社員数

グループ合計社員数

1997年 2007年

海外社員数 48人 2,629人

海外社員比率 0.3％ 11.4％

■■ 海外社員数海外社員数

A－2

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007
連単倍率 1.13 1.47 1.97 2.12 2.40 2.46 2.67 2.72 2.70
子会社数 44社 53社 63社 66社 68社 78社 93社 96社 135社

A．当社と競争企業
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発注者

システム・インテグレータ（ＳＩｅｒ）
（全体のコーディネイト）

【米国】

IBM 、EDS、

Accenture、CSC

【日本】

大規模プライムコントラクタ

ＮＴＴデータ、

ハードベンダ系各社

（Ｆ社、Ｉ社、Ｈ社、Ｎ社）

中堅ＳＩｅｒ

ITコンサル

ﾈｯﾄﾜｰｸﾊｰﾄﾞｳｪｱ
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
ｿﾌﾄｳｪｱ

ｿﾌﾄｳｪｱ
開発

ハードベンダ
各社

パッケージ
ソフト会社

ソフトハウス
各社 通信会社

完成責任要求条件

ITノウハウの支援

Ａ－3

☆☆ ＩＴＩＴサービス業界におけるサービス業界におけるＳＩｅｒＳＩｅｒのの役割役割

A．当社と競争企業
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【出所:各社資料等】

（2008年3月期（日本IBM、EDSは2007年12月期、Accentureは2008年8月期） ）

情報サービス産業およびハードベンダ等との比較は、以下のとおり。

大規模なシステムにおいては、ハードベンダが主な競争企業。

Ａ－4

☆☆ 競争企業競争企業

（単位：億円）

注１．ハードベンダについては、以下の事業セグメントの数値。但し【 】内は、全社の数値。（日本電気・日立は、米国の会計基準）

日本電気：ＩＴ/NWソリューション 富士通：テクノロジーソリューション 日立製作所：情報通信システム （売上高は、セグメント間内部売上高を含む）

注２．海外企業については、2009.2.6時点の為替レートＵＳ１ドル＝90.94円にて円換算して表示。

A．当社と競争企業

売上高 営業利益
売上高

営業利益率
当期純利益 総資産

株主資本
当期純利益率

（ＲＯＥ）

時価総額
（2009.2.6

終値）
10,744 959 8.9% 304 11,938 5.6% 7,629

野村総合研究所 3,422 526 15.4% 281 3,624 13.3% 3,694

伊藤忠ﾃｸﾉｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 3,192 250 7.8% 154 2,180 10.8% 1,379

ＣＳＫ 2,396 192 8.0% 12 5,500 0.7% 287

ＩＴホールディングス（旧TIS分） 1,992 104 5.2% 41 1,668 5.2% 1,093

日立情報システムズ 1,858 106 5.7% 64 1,402 8.1% 717

日立ｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1,713 143 8.4% 42 1,662 3.9% 804

新日鉄ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 1,653 148 9.0% 84 1,200 12.2% 567

住商情報ｼｽﾃﾑ 1,371 103 7.5% 54 1,170 6.0% 665

電通国際情報ｻｰﾋﾞｽ 773 46 6.1% 22 529 7.0% 184

富士通 32,722 1,801 5.5% 【481】 【38,219】 【5.0%】 8,093

日本電気 28,661 1,606 5.6% 【226】 【35,267】 【2.2%】 5,054

日立製作所 27,611 1,161 4.2% 【▲581】 【105,308】 【▲2.5%】 9,262

日本ＩＢＭ 【11,926】 【1,494】 【12.5%】 【940】 【7,211】 【35.5%】 -

EDS 22,505 1,151 5.1% 728 19,546 8.1% -

Accenture 23,020 2,738 11.9% 1,538 11,129 73.5% 18,292

CSC 15,004 1,067 7.1% 495 14,345 9.9% 5,566

海外企業

区　　　分

情報サービス

ハードベンダ

当社
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☆☆ 世界の世界のITITサービスベンダの営業利益率の推移サービスベンダの営業利益率の推移

・各企業とも営業利益率のボラティリティは高く、右肩上がりの会社はない

・当社は、グローバル企業としてトップランクである10％の営業利益率を継続的に維持できる
できる企業を目指す

＊注）2007年度：NTTデータ、富士通、CSCは2008年3月期、米国IBM、EDSは2007年12月期、Accentureは2008年8月期

【出典：各社決算資料】
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Ａ－5
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A．当社と競争企業
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☆☆ セグメント別の状況セグメント別の状況 －受注高・受注残高－受注高・受注残高
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Ｂ－1

B．当社の業績推移
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☆☆ セグメント別の状況セグメント別の状況 －売上高・営業利益－売上高・営業利益
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392

468

902

2007/3 2009/3
（予想）

2006/32004/3 2005/3 2008/3

959

1,050

売上高

8,467

2007/3

8,541

2009/3
（予想）

9,072

2006/32004/3 2005/3

10,449

2008/3

10,744 11,200

Ｂ－2

B．当社の業績推移
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1,460
[15%]

2,861
[28%]

3,311
[34%]

2,086
[29%]

1,900
[29%]

2,770
[37%]

4,520
[45%]

4,014
[40%]

2,889
[30%]

2,470
[34%]2,300

[35%]

2,290
[31%]

3,530
[35%]

2,985
[29%]

3,182
[33%]

2,203
[30%]1,962

[30%]

1,746
[23%]

490 [5%]
261 [3%]

295 [3%]

475 [7%]

419 [6%]

701 [9%]

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

（単位：億円）

7,236(▲12.3%)

(+33.7%)

10,000(4.6%)

7,507

(+10.0%)

9,679

6,581

（予想）

☆☆ 分野別の分野別の状況状況 －受注高・売上高－受注高・売上高

Ｂ－3

2,440
[22%]

3,005
[28%]

3,442
[33%]

3,265
[36%]

3,512
[41%]

3,472
[41%]

4,620
[41%]

4,210
[39%]

3,245
[31%]2,745

[30%]

2,590
[31%]

2,431
[29%]

3,660
[33%]

3,248
[30%]3,482

[33%]

2,382
[26%]1,816

[21%]1,769
[21%]

480 [4%]
279 [3%]

278[3%]

679
[8%]622

[7%]
793
[9%]

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

10,449

8,541

9,072

10,744

8,467
(+6.2%)

(+15.2%)

(+2.8%)

(+0.9%)

（単位：億円）

（予想）

公共分野 金融分野 法人分野 その他の分野

受注高 売上高

10,122(▲1.2%)

(+4.2%) 11,200

※2008年3月期以降の数値は、お客様の業態に従い分類を見直した値

B．当社の業績推移
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2,289

1,394
1,656

2,793

2,214

890

374

364

292

371

356

370

105

140

138

146

289

200

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3
（予想）

1,900
2,086

3,311

2,861

（単位：億円）

☆☆ 公共分野の推移公共分野の推移－受注高・売上高－受注高・売上高

Ｂ－4

3,015 2,974
2,764

2,942

2,467

1,850

352 384

355

334

355

380

105 154

145

164

182

210

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3
（予想）

3,512

3,265
3,442

3,005

（単位：億円）

中央省庁関係 地方自治体関係 医療福祉・その他

受注高 売上高

1,460

2,440

2,770

3,472

※2008年3月期以降の数値は、お客様の業態に従い分類を見直した値

B．当社の業績推移
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973 1,080 1,137 1,108

1,796 1,940

963 896 946
1,203

1,358

1,740

49 90 59

105

224

260

302 232
327

472

634

580

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

（単位：億円）

（予想）

2,300
2,470

2,889

☆☆ 金融分野の推移金融分野の推移－受注高・売上高－受注高・売上高

Ｂ－5

800 899 1,063 1,181

1,908
2,090

961
979

957
1,113

1,123

1,190

419
422

431

486

630

700

251
290

293

464

547

640

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

（単位：億円）

（予想）

2,590
2,745

3,245

4,210

個別システム 共同利用型システム 決済関連システム 証券・生損保等の金融システム

受注高 売上高

4,014

4,520 4,620

2,290
2,431

※2008年3月期以降の数値は、お客様の業態に従い分類を見直した値

B．当社の業績推移
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815 758 683

1,090 1,072
920

456 632 805

1,179 1,272
1,870

413
387

513

645 393

420

59
183

201

266

246

320

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3
（予想）

1,962

2,203

3,182
2,985

（単位：億円）

☆☆ 法人分野の推移法人分野の推移－受注高・売上高－受注高・売上高

Ｂ－6

825
686 682

1,142 1,094
900

437 614
878

1,258 1,390
1,920

407 346

577

785
459

490

98 168

244

296

304

350

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

1,769

2,382

3,482

（予想）

（単位：億円）

テレコム 製造・流通 ｻｰﾋﾞｽ･ﾒﾃﾞｨｱ・運輸・建設 その他

受注高 売上高

3,530

3,248

3,660

1,746 1,816

B．当社の業績推移
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75.3

75.9

75.2 75.3
75.7

75.4

71.0

73.0

75.0

77.0

79.0

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

7.1

4.6

5.2

8.6
8.9

9.4

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

◇原価率 ◇営業利益率
（％） （％）

（予想）（予想）

（％）

（予想）

◇販管費率

3.2

2.4

3.1

4.8

2.8

4.8

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

（％）

（予想）

◇当期純利益率

☆☆ 原価率、販管費率等の推移原価率、販管費率等の推移

B．当社の業績推移

Ｂ－7

7.9 7.9 8.2
6.8 6.5

6.8 7.7 7.5

6.9 6.5

1.8
1.9 1.9

1.1
1.0

1.1

1.9 2.0

1.3
1.3

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

管理費 販売費 研究開発費 社内ｼｽﾃﾑ費

17.6

19.5 19.6

16.1 15.4 15.2
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8,065
7,768

8,169 7,979 7,787
8,143

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

1,600

1,768

1,395

1,108

1,489

1,121

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

1,560
1,592

1,528

1,583

1,645

1,691

1,200

1,500

1,800

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

◇設備投資（連結）

◇減価償却費等（連結）

（億円）

（予想）

（億円）

（予想）

Ｂ－8

（千円）

◇従業員1人当たり平均年間給与（単独）

☆☆ 設備投資等の状況設備投資等の状況

35.836.1

37.1
36.1 36.1 36.1

20

25

30

35

40

2003/3 2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

（歳）

◇従業員平均年齢（単独）

B．当社の業績推移
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2,246

1,900

▲1,348

▲839

▲1,220
▲1,316

▲1,849 ▲1,800

440
607 531

833

396

100

1,751

2,149

1,446

1,789

▲2,500

▲2,000

▲1,500

▲1,000

▲500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

(億円)
営業キャッシュ・フロー
投資キャッシュ・フロー
フリー・キャッシュ・フロー

(予想）

☆☆ キャッシュ・フローの推移キャッシュ・フローの推移

Ｂ－9

B．当社の業績推移
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3,170
2,953

2,463 2,412
2,5402,719

38.4

40.9

35.4

30.631.5
30.2

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

2004/1 2005/1 2006/1 2007/1 2008/1 2009/1

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

☆☆ 経営指標の推移経営指標の推移

20020044/3/3 20020055/3/3 20020066/3/3 20020077/3/3 20020088/3/3

2.5

1.9

2.7

4.7

2.7

4.5

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

2004/1 2005/1 2006/1 2007/1 2008/1 2009/1

43.1

45.6
46.9

49.2

45.9

49.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

2004/1 2005/1 2006/1 2007/1 2008/1 2009/12004/32004/3 2005/32005/3 2006/32006/3 2008/32008/32007/32007/3 2009/32009/3

6.0

4.3

5.8

9.8

5.6

9.5

3.0

5.0

7.0

9.0

11.0

2004/1 2005/1 2006/1 2007/1 2008/1 2009/12004/32004/3 2005/32005/3 2006/32006/3 2008/32008/32007/32007/3 2009/32009/3

20020044/3/3 20020055/3/3 20020066/3/3 20020088/3/320020077/3/3 20020099/3/3

◇総資産利益率（ＲＯＡ）

◇株主資本利益率（ＲＯＥ）

◇負債比率*・有利子負債（％）
（％）

（％）
（％）

（予想）（予想）

（予想）

◇株主資本比率

Ｂ－10

*負債比率＝有利子負債÷（有利子負債+自己資本）

20020099/3/3
（予想）

B．当社の業績推移

有利子負債
(右目盛り）

負債比率
(左目盛り）

■■

（億円）
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2,000 2,000

3,000

5,000 5,000

6,000

9,578

7,139

10,024

18,052

10,857

19,251

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

0

5,000

10,000

15,000

20,000

28.0

46.1

20.9

27.7

31.2
29.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3

◇配当性向（連結）

（円）（％）

◇１株あたり年間配当金・EPS（連結）

（予想）

Ｂ－11

☆☆ 株主還元について株主還元について

一株あたり配当金
(左目盛り）

EPS
(右目盛り）

（予想）

（円）

B．当社の業績推移
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Ｃ．中期経営の諸施策Ｃ．中期経営の諸施策

・営業利益率の推移（イメージ）････････････････C-1

・中期経営施策の進捗状況例①･･････････････････C-2

・中期経営施策の進捗状況例② ･････････････････C-3

・中期経営施策の進捗状況例③ ･････････････････C-4

・出向政策の見直し等の具体的な内容････････････C-5

・コンサルティングビジネスへの取組み･･････････C-6

・プロジェクトマネジメント力の強化････････････C-7
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☆☆ 営業利益営業利益率率の推移（イメージ）の推移（イメージ）

2007年3月期 2010年3月期

プレッシャーの増加プレッシャーの増加
((品質要求、価格低減、短期開発）品質要求、価格低減、短期開発）
安定的大規模システムの減少安定的大規模システムの減少
ダウンサイジングダウンサイジングの進展の進展 等等

ソフト開発の抜本的生産性向上
グループ経営の効率化の推進
低採算ビジネスの見直し 等

ソフト開発の抜本的生産性向上ソフト開発の抜本的生産性向上
グループ経営の効率化の推進グループ経営の効率化の推進
低採算ビジネスの見直し低採算ビジネスの見直し 等等

10.0％

8.6％

中期経営中期経営

C－1

C．中期経営の諸施策
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6.1
6.2

6.3

6.7

5.8

6.0

6.2

6.4

6.6

6.8

2005年3月期 2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期

☆☆ 中期経営施策の中期経営施策の進捗進捗状況状況例例①①：：お客様満足度調査の経年推移お客様満足度調査の経年推移

お客様満足度は着実に向上している

■お客様満足度調査 （評価値の経年推移）

■個別項目の評価

（ポイント）

お客様の評価が高い項目

営業/設計・開発/保守・運用におけるレスポンス
（問合せ・依頼・クレーム・障害連絡等への迅速な対応）

営業/保守・運用におけるお客様ニーズの把握
（お客様を取り巻く環境や業界知識、個別事情の理解）

設計・開発におけるプロジェクト管理
（工程管理、納期遵守）

お客様の評価が低い項目

お客様の評価が向上した項目

営業におけるレスポンス

マニュアル類の整備、適切なタイミングでの
アップデート保守・運用におけるトラブル対応の適切性

（サポート体制の整備、緊急時の一次対応）

保守・運用における原因や再発防止策の報告

営業におけるお客様ニーズの把握

システム品質やサービス内容に対する価格の
納得性

保守・運用における原因や再発防止策の報告

C－2

C．中期経営の諸施策
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2008/2008/３期３期 2009/32009/3期期 2010/32010/3期期

上期上期 下期下期 上期上期 下期下期 上期上期 下期下期

本
格
適
用
開
始

本
格
適
用
開
始

新開発標準の整備新開発標準の整備

NTTNTTデータ新開発標準（共通編）作成データ新開発標準（共通編）作成 ββ版版

NTTNTTデータ新開発標準（共通編）作成データ新開発標準（共通編）作成 1.01.0版版

普及展開制度の整備普及展開制度の整備

NTTNTTデータ新開発標準（個別編）作成データ新開発標準（個別編）作成 1.01.0版版

全社意見照会／フィードバック全社意見照会／フィードバック

全社意見照会／フィードバック全社意見照会／フィードバック

推進体制確立推進体制確立

制度化準備制度化準備

NTTNTTデータ新開発標準データ新開発標準
（個別編）作成（個別編）作成 ββ版版

20082008年年44月月
リリースリリース 20092009年年44月月

リリース（予定）リリース（予定）

20082008年年55月月
リリースリリース

国際規格（※1）

NTTデータ
新開発標準（共通編）

NTTデータ新開発標準（個別編）

プロジェクト別標準（作業要領）

具体化

参照

テーラリング

役割 技法・ノウハウ成果物作業

フィードバック

フィードバック

NTTデータ新開発標準の体系
※1 SLCP-JCF2007を参照

教育制度の整備教育制度の整備

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ編ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞｬｰ編

概要編（全社員向け）概要編（全社員向け）

開発者編開発者編

整合保持(※2)整合保持整合保持((※※2)2)

※2 他の施策間との全社横断的な整合保持を実施

整合保持整合保持整合保持

☆☆ 中期経営施策の中期経営施策の進捗進捗状況状況例例②②：：「開発メソドロジーとプロセスの統一」の進捗「開発メソドロジーとプロセスの統一」の進捗

■2008年3月期は『NTTデータ新開発標準（共通編）』をリリース。2009年3月期は、全社への
意見照会を積極的に展開し、更なる精緻化を図る

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
新
開
発
標
準

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
新
開
発
標
準

C－3
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C．中期経営の諸施策

■公共分野のグループ会社4社 を統合し、『NTTデータ・アイ』を設立■公共分野のグループ会社4社 を統合し、『NTTデータ・アイ』を設立

◇株式会社NTTデータ・アイの概要

○ 社名 株式会社NTTデータ・アイ

○ 発足 2008年10月1日

○ 株主構成 NTTデータ 100%
○ 従業員数 約1,600名

○ 事業内容 ソフトウエアの開発および販売等

※

※NTTデータクリエイション株式会社、
NTTデータソリューション株式会社、
NTTデータテクノロジ株式会社、
株式会社NTTデータシステムサービス

■NTTデータグループ各社の管理業務を集約する 「グループ・シェアード・サービスセンタ（Ｇ-ＳＳＣ）」を設立

◇設立の目的

NTTデータ

アイ

NTTデータ

アイ

クリエイションクリエイション

ソリューションソリューション

テクノロジテクノロジ

システム
サービス

システム
サービス

4社に分散されている
開発リソース・ノウハウ

開発基盤の強化

統合
集約

NTTデータNTTデータ

連携
統合会社として
強みを生かした
ビジネス領域の
開拓強化

◇統合の目的

◇ Ｇ-ＳＳＣの運営

○人事業務の業務アウトソーシング企業である
NTTデータJINKYUをNTTデータマネジメント
サービスに合併し、Ｇ-ＳＳＣを運営する、
「シェアードサービス事業本部」を新たに設置

○JINKYU社と資本提携していたNTTビジネスアソシエ
株式会社からの資本参加を受け、今後の業務拡大
に向けた提携を図る

☆ 中期経営施策の進捗状況例③：グループ経営の効率的な推進

○オペレーションの生産性・効率性、及び専門性・品質を追求する
ことにより、グループ事業の発展に貢献する管理業務の実現

○グループ全体の間接業務プロセスの標準化を推進することに
より、J-SOX対応などの内部統制やガバナンスも強化

◇ 今後の展開

○2010年度までに国内グループ会社約60社の間接業務を集約後、
国外グループ会社の業務の集約や、NTTデータグループ外への
アウトソーシング事業の展開も視野に入れて活動
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② 転進支援の充実施策

■ 目的

キャリアプラン、就労ニーズ等に対する社員の価値

観の多様化を踏まえ、社員の転進を支援（既存制度

の充実）

■ 対象者

平成19年度末現在、50歳以上かつ勤続10年以上の

社員

（出向者を含む。管理職は対象外。）

■ 充実施策

・最高で年収３年分程度の「特別転進支援金」を支給

・希望者に対し、「再就職支援サービス」を実施

・最長１年間の「休職」を選択することも可

■ 実施日

中期経営の施策実施を勘案し、

平成20年3月31日に限り実施

■ 実施結果 約300名（対象者約1,850名）

② 転進支援の充実施策

■ 目的

キャリアプラン、就労ニーズ等に対する社員の価値

観の多様化を踏まえ、社員の転進を支援（既存制度

の充実）

■ 対象者

平成19年度末現在、50歳以上かつ勤続10年以上の

社員

（出向者を含む。管理職は対象外。）

■ 充実施策

・最高で年収３年分程度の「特別転進支援金」を支給

・希望者に対し、「再就職支援サービス」を実施

・最長１年間の「休職」を選択することも可

■ 実施日

中期経営の施策実施を勘案し、

平成20年3月31日に限り実施

■ 実施結果 約300名（対象者約1,850名）

☆ 出向政策の見直し等の具体的な内容

① 出向政策の見直し

■ 目的

・グループ各社で働く社員のより強固な一体体制の確立

・プロパ社員が中心となって、各社を発展させていく業務運営体

制への転換

・ 社員の持てる能力を最大限発揮するための人材育成等の環

境づくり

■ 施策概要

◆ 出向のミッション明確化

① 出向者の役割明確化

② 期間の明確化

◆ 転籍による自立化推進

次に該当する出向者のうち転籍を希望する社員を対象に実施

① 期間を定めない出向者

② 期間の定めのある出向者のうち、出向期間が３年を超え

る社員（会社が定める要件に該当する社員を除く）

※ 転籍にあたっては、転籍先の労働条件の差異に応じ、一

時金を支給

■ 実施日 平成20年4月1日

■ 実施結果 約2,010名（対象者約2,160名）

① 出向政策の見直し

■ 目的

・グループ各社で働く社員のより強固な一体体制の確立

・プロパ社員が中心となって、各社を発展させていく業務運営体

制への転換

・ 社員の持てる能力を最大限発揮するための人材育成等の環

境づくり

■ 施策概要

◆ 出向のミッション明確化

① 出向者の役割明確化

② 期間の明確化

◆ 転籍による自立化推進

次に該当する出向者のうち転籍を希望する社員を対象に実施

① 期間を定めない出向者

② 期間の定めのある出向者のうち、出向期間が３年を超え

る社員（会社が定める要件に該当する社員を除く）

※ 転籍にあたっては、転籍先の労働条件の差異に応じ、一

時金を支給

■ 実施日 平成20年4月1日

■ 実施結果 約2,010名（対象者約2,160名）

C－5

C．中期経営の諸施策
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コンサルティングに対するニーズは拡大しており、

実際の顧客折衝現場でも、そのニーズを実感する

機会が増加

コンサルティングに対するニーズは拡大しており、

実際の顧客折衝現場でも、そのニーズを実感する

機会が増加

☆☆ コンサルティングビジネスへの取組みコンサルティングビジネスへの取組み

-業務プロセス改革と一体化したIT投資が大半
・顧客企業のＩＴ投資の一番の目的は、『業務

プロセスの改革』(４９％：ＪＵＡＳ調査）

-ソリューションビジネスやサービスビジネスに
おいても、コンサルティング機能は不可欠

○お客様からの「ITパートナー」あるいは「事業パー

トナー」というご期待に応えるため2つのコンサル

ティング力を強化

①変革コンサル：お客様の業務変革を支援

②活用コンサル：お客様のシステム活用をサポート

○法人事業本部に新たに法人コンサルティング＆

マーケティング本部を設置（2008年4月）

◇ 背景

◇ 取組み

◇ 主なコンサルティング子会社の状況

◆売上高

◆社員数

（単位：億円）

①2008年3月期 ②2007年3月期 増減額 ③2009年3月期

実績 実績 (①-②) 見通し

ビジネスコンサルティング 90 79 +10 98
NTTデータ経営研究所 42 35 +7 44
ザカティーコンサルティング 30 24 +5 34
NTTデータビジネスコンサルティング 18 19 ▲1 20

その他専門コンサルティング 32 32 0 35

海　外 76 68 +8 413

198 179 +18 546

区分

合　計

（単位：人）

区分 2008年3月期 2007年3月期

NTTデータ経営研究所 169 154
ザカティーコンサルティング 148 140
NTTデータビジネスコンサルティング 72 71

合　計 389 365

その他専門コンサルティング 123 113

NTTデータ本体（コンサルティング担当） 60 ※2008年5月現在

合計：約600名
C－6
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《PM社内資格認定の全社展開》

米国米国PMIPMI認定・認定・PMPPMP資格保有者資格保有者

アソシエイトアソシエイトPMPM

シニアシニアPMPM

エグゼクティﾌﾞエグゼクティﾌﾞPMPM

プリンシパルプリンシパルPMPM

認定認定

認定認定

認定認定

認定認定
・・・超大規模

PM

・・・大規模
PM

・・・中規模
PM

・・・サブPM

当
社
社
内
資
格

☆☆ プロジェクトマネジメント力の強化プロジェクトマネジメント力の強化

（１）プロジェクトマネージャー（PM）の確保・育成

当社認定ＰＭの配置による品質保証

若手ＰＭの積極登用
(2007年問題への対応など）

《プロジェクトマネジメントプロフェッショナル
（PMP）資格保有者の状況》

3,1712,8102,368

566
1,454

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2004/3 2005/3 2006/3 2007/3 2008/3

(人)

《PMO (Project Management Office)体制の整備》

NTTNTTデータ全社データ全社PMOPMO

・情報共有
・標準化
・環境整備

事業本部PMO 事業本部PMO

・リスク審査
・PM支援
・普及・啓蒙

・リスク審査
・PM支援
・普及・啓蒙

PMPM

プロジェクト

PMPM

プロジェクト

SIコンピテンシー
本部

Ｐ
Ｍ
Ｏ
推
進
体
制

（２）組織マネジメント力の強化

ＰＭＯによるプロジェクトの支援強化

組織プロセスの安定化・向上
(プロセス改善活動の定着・向上）

C．中期経営の諸施策
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Ｄ．公共分野の取組みＤ．公共分野の取組み

・最適化計画の主なシステムのスケジュール･･･････････････････ D-1

・最適化計画の進捗状況･･････････････････････････････････････D-2

・公共分野の今後の取組み方針：「顧客」から「ドメイン」へ････D-3

・ヘルスケアシステム事業本部の重点３事業とシステム例････････D-4
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☆☆ 最適化計画の主なシステムの最適化計画の主なシステムのスケジュールスケジュール

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

▲2008.1 統合実施

社会保険
オンライン
システム

社会保険
オンライン
システム

通関情報処理
システム
（NACCS)

通関情報処理
システム
（NACCS)

官庁会計
システム

官庁会計
システム

厚生労働省
システム

厚生労働省
システム

2010年

記録管理システムの更改
データセンタ統合

（記録管理・基礎年金番号管理システム）

記録管理システムの更改
データセンタ統合

（記録管理・基礎年金番号管理システム）

▲2006.8
基本設計業務
開札

▲2006.9 開札 ▲2008
Sea-NACCS
サービス開始

官庁会計システムの設計・開発官庁会計システムの設計・開発 ▲2009
ｻｰﾋﾞｽ開始

▲2006.8 開札

▲2006.9 開札

▲2009
Air-NACCS
サービス開始

運用・保守運用・保守

次期航空貨物通関情報処理システム（Air-NACCS)の
設計・開発

次期航空貨物通関情報処理システム（Air-NACCS)の
設計・開発

次期海上貨物通関情報処理システム
（Sea-NACCS）の設計・開発

次期海上貨物通関情報処理システム
（Sea-NACCS）の設計・開発

運用・保守運用・保守

・適用業務ソフトウェア
・徴収業務ソフトウェア

▲2008.10
公的年金と医療保険の分離

▲2011.1
ｻｰﾋﾞｽ開始

次期記録管理
システム

基本設計業務

次期記録管理
システム

基本設計業務

D．公共分野の取組み

D－１

▲2006.12 開札

職業安定行政関係システムの設計・開発職業安定行政関係システムの設計・開発

国税電子申告・
納税システム

国税電子申告・
納税システム

▲2010～2011にかけて順次サービス開始

▲2008
サービス開始

次期監督安全衛生等業務システム
及び労災保険給付業務システムの

設計・開発

次期監督安全衛生等業務システム
及び労災保険給付業務システムの

設計・開発

▲2006.8 開札

ハードウェア賃貸借ハードウェア賃貸借
▲2011.3

終了
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現行システム名 2008年3月期 入札結果 2009年3月期以降 調達計画

社会保険オンライン
システム

端末運用管理サービス受注
端末ハード受注
ＬＡＮシステム更改受注

詳細設計以降のソフトウェア
ハードウェア
運用・保守

通関情報総合判定
システム（CIS）

統合端末ソフトウェア開発受注 －

国税電子申告・納税
システム

ソフトウェア（機能追加）

通関情報処理システム
（NACCS）

ソフト、ハード、運用・保守一式受注
-次期NACCS機能追加
-府省共通ポータルソフト開発、ハード賃貸借

－

官庁会計システム
（ADAMS）

ハードウェア賃貸借受注 運用・保守

厚生労働省システム －
職業安定行政関係システム

（仮称）ハード／運用

☆☆ 最適化計画の進捗状況（主なシステムの受注状況）最適化計画の進捗状況（主なシステムの受注状況）

D．公共分野の取組み

D－2
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官公庁

従来の顧客中心の見方から、「ドメイン」を中心とした見方へと変えていく。
ドメインに対して、強みであるシステムを中核として、サービスやソフトウェアの「3本の矢」で

訴求していく。

従来の顧客中心の見方から、「ドメイン」を中心とした見方へと変えていく。
ドメインに対して、強みであるシステムを中核として、サービスやソフトウェアの「3本の矢」で

訴求していく。

貿易
物流

公会計

自動車

航空
空港

税務

住民
情報

司法

特許

医療
福祉

社保

教育

社会ドメイン

財
務
省
（関
税
）

財
務
省
（主
計
）

国
交
省
（運
輸
）

国
交
省
（建
設
）

国
税
庁

地
方
自
治
体

法
務
省

特
許
庁

厚
労
省
（厚
生
）

厚
労
省
（労
働
）

文
部
科
学
省

危機管理
・防災

労働

D－3

☆☆ 公共分野の今後の取組み方針：公共分野の今後の取組み方針：「顧客」から「ドメイン」へ「顧客」から「ドメイン」へ

D．公共分野の取組み
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☆☆ ヘルスケアシステム事業本部の重点３事業とシステム例ヘルスケアシステム事業本部の重点３事業とシステム例

ヘルスケア事業領域のビジネス強化と社会基盤構築への貢献を果たす！ヘルスケア事業領域のビジネス強化と社会基盤構築への貢献を果たす！

個人が自らの健康情報を管個人が自らの健康情報を管
理できる社会の実現に着目し、理できる社会の実現に着目し、
様々なステークホルダへの事様々なステークホルダへの事
業展開を図る業展開を図る

予防系事業予防系事業

診療系事業診療系事業

保健医療福祉のサービス実保健医療福祉のサービス実
施機関間の情報連携を安施機関間の情報連携を安
全かつスムーズに実現し、全かつスムーズに実現し、
市民のＱＯＬ向上に資する市民のＱＯＬ向上に資する
ビジネスを展開するビジネスを展開する

電子レセプトのバリュー電子レセプトのバリュー
チェーンに着目して保険にチェーンに着目して保険に
係るシステムについて積極係るシステムについて積極
的に推進し、ビジネスの核と的に推進し、ビジネスの核と
するする

勘定系事業勘定系事業

事業領域 取組例 概要

Health Data 
Bank

健康診断情報を一括管理す
るASPサービス

予防系

クリエイティブ
ヘルス三健人

生活習慣改善支援サービス。
ヘルスポイントによる健康増
進活動継続のためのインセン
ティブを導入

レセプト電算
処理システム

電子化したレセプトデータを
使用し、審査支払業務の効率
化を図るシステム

レセプト博士 レセプト院内審査業務の効率
化と精度向上を図り、レセプト
電算処理の導入効果をより高
めるシステム

勘定系

かいけい博士 レセプトオンライン請求対応
の電算処理機能やDPC請求

機能をもつ医事会計システム

地域医療

（ＥＨＲ)
糖尿病などの慢性疾患や
救急医療等を中心に地域の
HIE（Health Information 
Exchange）や、遠隔地医療、
災害医療など広域における
診療情報共有の実現に
向けたＩＴシステム

EDC
(e-Clinical）

臨床試験電子化ソリューショ
ンのトータルなサービス

診療系

救急医療シス
テム

都道府県内をネットワークで
つなぐことにより、迅速かつ適
切な救急搬送を実現する

D．公共分野の取組み

D－4
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Ｅ．金融分野の取組みＥ．金融分野の取組み

・りそなグループのＩＴアウトソーシング ･･････････････････････････ E-1
・「ＢｅＳＴＡ（ＮＴＴデータ次世代標準バンキングアプリケーション）」
のさらなる拡大･･････････････････････････････････････････････････ E-2

・地銀共同センター等基幹系ビジネスの拡大･･･････････････････････････E-3

・信金共同センターにおける共同化の進展･････････････････････････････E-4

・決済ビジネス等（主な事例）･･････････････････････････････････････ E-5



Copyright© 2009 NTT DATA CORPORATION

☆☆ りそなグループのＩＴアウトソーシングりそなグループのＩＴアウトソーシング

Ｅ－1

E．金融分野の取組み

☆☆ りそなグループのＩＴアウトソーシングりそなグループのＩＴアウトソーシング

NTTデータソフィア

ＮＴＴデータＮＴＴデータ

子
会
社
設
立

りそなグループ
（旧あさひ銀行
システム）の

新規ｼｽﾃﾑ開発、

保守・運用

りそなグループ
（旧あさひ銀行
システム）の

新規ｼｽﾃﾑ開発、

保守・運用

情報系ｼｽﾃﾑ

ＥＢ系ｼｽﾃﾑ

対外系ｼｽﾃﾑ

資金証券系ｼｽﾃﾑ

外為系ｼｽﾃﾑ

勘定系ｼｽﾃﾑ

営業店端末ｼｽﾃﾑ

業
務
委
託

りそな銀行りそな銀行

りそな

ホールディングス

りそな

ホールディングスｱｳﾄｿ
ｰｼﾝｸﾞ

基
本

契
約

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ

個別契約

金融機関の本業回帰と効率的なIT投資を可能

にした国内最大規模のＩＴアウトソーシング

○りそなグループのうち、旧あさひ銀行システムの

開発・運用に係る業務のＩＴアウトソーシングを

当社が受託。 2004年4月より運用開始

○りそな銀行の子会社であった、あさひ銀ソフトウ

ェア㈱（りそなグループのシステム開発・運用を

実施）を母体に「ＮＴＴデータソフィア」を設立

（2004年4月）

◇ 当社の強み

◇ 概要

○2008年7月 近畿大阪銀行のシステム更改実施

○2005年度から「りそな」基幹系システムの一元化

を実施（旧あさひ銀行側に片寄せ）

○2005年9月 統合完了。新システム稼動開始

○2006年1月 奈良銀行との合併にともない、りそな

システムへの統合実施

○銀行の業務ノウハウと当社のＩＴ技術の融合によ

る効果的な投資

○りそなシステムのインフラとなっているハブ＆ス

ポークシステムの構築
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☆☆ 「ＢｅＳＴＡ「ＢｅＳＴＡ※※１１（ＮＴＴデータ次世代標準バンキングアプリケーション）」のさらなる拡大（ＮＴＴデータ次世代標準バンキングアプリケーション）」のさらなる拡大

３行共同利用
３行※３

～共同化範囲の拡大～

数の拡大：参加行は、１４行（2007年3月末時点）から２２行（2008年4月末現在）に拡大！数の拡大：参加行は、１４行（2007年3月末時点）から２２行（2008年4月末現在）に拡大！

ＢｅＳＴＡＢｅＳＴＡ
の展開の展開

※１ ＢｅＳＴＡ（ＮＴＴデータ次世代標準バンキングアプリケーション）：当社が開発した業態を超えて共通的に適用可能なバンキング・アプリケーション
※２ 地銀共同センター参加行：青森銀行、秋田銀行、荘内銀行、岩手銀行、足利銀行、千葉興業銀行、北越銀行、福井銀行、京都銀行、池田銀行、

四国銀行、西日本シティ銀行、愛知銀行 の１３行
※３ ３行共同利用参加行：横浜銀行、北陸銀行、北海道銀行 の３行
※４ 新共同センター参加行：神奈川銀行、但馬銀行、東京都民銀行、東北銀行、富山銀行、長野銀行 の６行

新共同センター
６行※４

～ＢｅＳＴＡを適用した
新共同センター
検討の合意～

ＢｅＳＴＡＢｅＳＴＡ
の展開の展開

地銀共同センター
１３行※２

～参加行の拡大～

秋田銀行・足利銀行が
新たに参加表明

共同開発共同開発
戦略的連携戦略的連携

範囲の拡大：営業店ｼｽﾃﾑ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞをはじめとした、共同化の対象範囲拡大に取組み中！範囲の拡大：営業店ｼｽﾃﾑ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞをはじめとした、共同化の対象範囲拡大に取組み中！

連携の拡大：参加行のＩＴ以外の商品面・営業面等を含めた戦略的な連携の拡大も進行中！連携の拡大：参加行のＩＴ以外の商品面・営業面等を含めた戦略的な連携の拡大も進行中！

E．金融分野の取組み

Ｅ－2
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☆☆ 地銀共同センター等基幹系ビジネス地銀共同センター等基幹系ビジネスのの拡大拡大

E．金融分野の取組み

※ＢｅＳＴＡ（ＮＴＴデータ次世代標準バンキングアプリケーション）：当社が開発した業態を超えて共通的に適用可能なバンキング・アプリケーション

その他の共同センター

その他（単独）

３行共同利用 （３行）

地銀共同センター （１３行）

・2004年1月より京都銀行が利用開始

・7行にサービス提供中で、
今後、6行が順次利用予定

・9行にサービス提供中

・2010年1月より横浜銀行が利用開始予定

・その後、ほくほくﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 2行
が利用予定

・2行にサービス提供中

• 現在サービスご利用中又は
参加表明いただいている銀行

茨城銀行

東北銀行

岩手銀行荘内銀行

長野銀行

富山銀行

東京都民銀行
千葉興業銀行

愛知銀行
神奈川銀行

福井銀行

京都銀行

但馬銀行

池田銀行

宮崎太陽銀行

豊和銀行 四国銀行

南日本銀行

長崎銀行

佐賀共栄銀行

熊本ファミリー銀行

福岡中央銀行
西日本シティ銀行

北海道銀行

北陸銀行

横浜銀行近畿大阪銀行

もみじ銀行

仙台銀行

青森銀行

北越銀行

●地銀・第二地銀全１０９行の基幹系システムについて、当社が３３行を獲得。約３割のシェアを獲得し
トップシェア！

●地銀共同センター及び３行共同利用（横浜・ほくほくＦＧ）における共同開発により、更なるコスト
メリットの拡大を目指す

秋田銀行

(2008年12月末現在)

足利銀行

Ｅ－3

ＳＴＡＲ－ＡＣＥセンター（６行）

・6行にサービス提供中で、
BeSTAを適用した次期システム
検討を合意

ＢｅＳＴＡ※

提
供
中

提
供
中

開
発
中

開
発
中

検
討
合
意

検
討
合
意
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☆☆ 信金共同センターにおける信金共同センターにおける共同化の進展共同化の進展
（（浜松信用金庫浜松信用金庫・・岡崎信用金庫岡崎信用金庫・・瀬戸信用金庫瀬戸信用金庫・・碧海信用金庫碧海信用金庫の東海４信金が参加表明の東海４信金が参加表明 計計６６信金が加盟予定信金が加盟予定））

E．金融分野の取組み

Ｅ－4

北海道センター
全24金庫中
18金庫加盟

（75％）

東北センター
全30金庫中
30金庫加盟

（100％）

東京センター*

全73金庫中
60金庫加盟

1金庫加盟予定
（84％）

東海センター
全39金庫中
34金庫加盟

4金庫加盟予定
（97％）

大阪センター
全60金庫中
50金庫加盟

1金庫加盟予定
（85％）

中国センター
全24金庫中
24金庫加盟

（100％）

九州センター
全29金庫中
29金庫加盟

（100％）

*沖縄含む

：当社シェア100％の地区

◇ 最近の動向と今後の展開

○勘定系・情報系などのバンキング基幹業務を、全国

規模で提供する共同利用型総合オンラインシステム

であり、全国7地区にセンターを設置

○全国279金庫のうち、加盟予定の6金庫を含めると

251金庫が加盟、シェアは90％にのぼる

◇ 概 要

全国２全国２77９金庫のうち、加盟予定９金庫のうち、加盟予定６６金庫を金庫を
含めて２含めて２５５１金庫が加盟。シェアは９０％！１金庫が加盟。シェアは９０％！

○現7センターを2センターに集約してランニングコスト

の大幅な低減を図りつつ、次世代バンキング機能を

実現する「次期システム」の開発に着手

○ここ10年間でシェアを約8ポイント上昇させてきたが、

さらに共同加盟に弾みがつき、2010年5月までに新

たに6金庫が加盟予定

東海地区では大規模4金庫が加盟を発表、資金量

はいずれも1兆円を超え、4金庫合計では約6兆円に

達する

○次期システムの実現のみならず、信金業界全体へ

のＩＴサービスを継続的に提供して業界の総合力向

上に貢献し、加盟率100％を目指す

(2008年12月末現在)
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☆☆ 決済ビジネス等（主な事例）決済ビジネス等（主な事例）
件 名 内 容 事業の状況

「マルチペイメント
ネットワーク」

“Pay-easy（ペイジー）”

収納機関と金融機関をネットワークで結び、
決済事務を効率化するサービス。官公庁、
地方公共団体、通信会社等で利用拡大中

2002.4 本格運用開始（収納サービス拡大）

2004.1 国庫金電子納付順次開始

2004.3 国税収納開始

2004.4 社会保険関連収納

2005.12 自動車保有関係手続ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ対応

2006.4 東京23区の固定資産税等参加

2007.4 Yahoo!ショッピング参加

「ＡＮＳＥＲ」

「ＣＡＦＩＳ」

「INFOX」
クレジットカード、J-Debitの決済に加えポ
イントカードやICカード携帯電話を利用し

たカードサービスに対応可能な端末

1999.4 サービス開始（クレジット決済提供）

2004.9    交通非接触ICカード「PiTaPa」に対応開始

2005.1 JAL ICクーポン対応

2005.12 おサイフケータイを用いた小額決済サービス(iＤ）対応

「ＮＴＴデータ保険会社共同
ゲートウェイ」

保険代理店等が保険会社のシステムとイ
ンターネット接続する際の操作性の統一、
セキュリティの強化等を実現した生損保業
界の新インフラ

2002.4 サービス開始

2008.4時点 生保・損保49社利用代理店 14,000社以上利用

※保険の窓口販売を開始した都銀、地銀、第二地銀、信金の
ほとんど全てが利用している。(約420金融機関）

入金通知等の顧客への連絡業務、顧客か
らの残高照会等に対応する応答業務等と
いった金融業務を自動化したサービス

（1981 サービス開始）
2000.7 ANSER-WEB（AA)提供開始（個人顧客向け

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ）
2000.12 ANSER-WEB(AAC)提供開始（法人顧客向け

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ）
2005.11 ANSER-M@ILｻｰﾋﾞｽ提供開始
2006.9 ANSER-WEB(AA)にてIBロック解除機能、

WEB明細ｻｰﾋﾞｽを提供開始
2007.4 ANSER-WEB(AA)にて携帯アプリを使った「ワ

ンタイムパスワード」サービス開始
2007.5 次世代バンキングサービス「VALUXTM（バリュック

ス）」サービス開始
2008.4 ANSER-WEB(AA)にてフィッシング対策サービス強化

カード会社、加盟店、金融機関を結ぶ共同
利用型クレジットオンラインシステム

（1984 サービス開始)

2002.7 ICカード対応ｻｰﾋﾞｽ開始

2003.7 インターネット決済代行ｻｰﾋﾞｽ提供開始

2004.１ 公共料金収納機関向け決済代行ｻｰﾋﾞｽ開始

2006.4 金融機関向け共同利用型ﾎﾟｲﾝﾄ管理ｻｰﾋﾞｽ提供開始

2007.1    海外発行カードによる国内でのキャッシングに対応

決
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

E．金融分野の取組み

Ｅ－5
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Ｆ．法人分野の取組みＦ．法人分野の取組み

・電子マネー関連への取組みについて･･････････････････････････F-1

・次世代エンタープライズソリューションスイート

「Biz∫™（ビズインテグラル）」の販売開始取り組みについて････F-2
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WAON

電子マネー

iＤ/DCMXおサイフケータイ

Suica

☆Suica普及LLP
（設立・運用）

☆Suicaポイントクラブ・
システム構築

nanaco

クレジット

QUICPay
流通系

交通系

☆端末ソフトウェア開発

☆電子マネーセンタの
サーバシステムのSI

☆☆ 電子マネー関連への取組みについて電子マネー関連への取組みについて
・ カード決済ネットワーク「CAFIS」、多機能決済サービス「INFOX」等の実績ある社会インフラを活用し、高信頼性や

高セキュリティシステムのノウハウや中立性を生かした流通系、交通系企業向けの電子マネー関連システム構築を目指す。

☆基盤システム構築

JAL ICサービス

☆カード情報ダウンロード
サービス

☆システム構築

：主な当社参画案件※

☆システム構築

PASMO
ららぽーと

マルチ決済システム

☆端末・サーバ

システム構築

Edy

小売店向けカード
決済端末（INFOX）

☆クレジット、
デビットに加
え、８種類の
電子マネー
に対応

☆決済ネットワーク提供☆決済ネットワーク提供 F－１

F．法人分野の取組み

ＳｕｉｃａはJR東日本の登録商法です。
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F．法人分野の取組み

F－2

☆次世代☆次世代エンタープライズエンタープライズソリューションスイートソリューションスイート
「「BizBiz∫∫™™（ビズインテグラル）」の販売開始（ビズインテグラル）」の販売開始

＊BPM（ビジネスプロセスマネジメント）：ビジネスプロセスに「分析・設計」「導入・実行」「計測・評価」「最適化」というマネジメントサイクルを適応し、
継続的なプロセス改善を遂行する経営・業務改善コンセプト。

◆システムライフサイクルに対応したサービスの提供
システムの企画～移行～定着～評価・改善の各サイクルに対応
してお客様の変革を継続的にサポート

◆階層的なアーキテクチャに基づく品揃え
イントラマート・SCAWなど実績豊富な製品をコア部分に採用し、
NTTデータグループ内外の連携製品を体系的に品揃え

◆ＢＰＭ*による、システム・業務プロセスの自動連携
イントラマートのBPM基盤の採用により、システム間・
業務プロセス間の連携を自動化。
プロセスの組み換えにより、多様な業種・業態・商習慣に対応。

◆システム基盤の統一
イントラマートを中核基盤として採用し、既存システムを含め各シス

テムを同一基盤上に統合。二重入力や重複をなくし運用コストを低減。

既存システム
／対外接続

企業変革をサポートする
プロフェッショナルサービス

Flexible＆AgileなSOＡソリューション

Performance
Driving

Innovation
Designing

Solution
Developing

3D
Value
Cycle

上流

つくり

活用

システム開発
高度なシステム構築力や活
用力により、その構想を具体
化するためのソリューション
を構築し提供します。

システム活用サポート
お客様が常にソリューションを
最大限活用できるようサポ－トし、
変革の成果を高めます。

変革コンサル
変革パートナーとして、
様々なビジネスやサービスの
連携までを視野に、
広く、深く、構想を作り上げます。
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Ｇ．Ｍ＆Ａ実績（国内外）Ｇ．Ｍ＆Ａ実績（国内外）

・当社のＭ＆Ａ戦略（ＩＴパートナー等）･････････････G-1
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・ＩＴパートナーの事例

－日本たばこ産業･････････････････････････････････G-3
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Ｍ＆Ａ戦略（ＩＴパートナー等）を引き続き積極的に展開。シナジー拡大により、法人分野の一層の

事業拡大を目指す。

・お互いのコア・コンピタンスを融合し、
共同で新規事業を展開

☆☆ 当社のＭ＆Ａ戦略（当社のＭ＆Ａ戦略（ＩＴパートナー等）ＩＴパートナー等）

顧客（パートナー）顧客（パートナー） ＮＴＴデータＮＴＴデータリレーション深化

三者の

Ｗｉｎ－Ｗｉｎ－ＷｉｎＷｉｎ－Ｗｉｎ－Ｗｉｎ
を実現

・大手企業の情報システムの
アウトソーシング獲得

・事業リソース、技術ノウハウ、
法人分野の業務ノウハウ等
の獲得

・協業による事業成長→連結
子会社化による業績拡大

・システム子会社の譲渡によ
る本業への経営資源集中

・システム子会社の自立・
成長

自社の得意技、ＮＴＴデータのマーケットチャネル等を生かし、事業を拡大

情報システム子会社情報システム子会社

親会社以外の顧客へのビジネス拡大（外販拡大）

Ｇ－1

G．M&A実績（国内外）
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G．M&A実績（国内外）

☆☆ 主なＭ＆Ａ主なＭ＆Ａおよび資本提携戦略および資本提携戦略の実績（の実績（1/21/2））

戦略区分 対象分野 提携先（ﾊﾟｰﾄﾅｰ） 子会社名・出資比率 譲受・設立年月 子会社の売上高

食品・
バイオ

日本たばこ産業
㈱NTTデータウェーブ
当社出資比率80.1％

2002年8月
08/3          134億円
09/3（計画）120億円

家電 三洋電機
㈱NTTデータ三洋システム
当社出資比率50.0％

2003年1月
08/3          194億円
09/3（計画）196億円

素材 日本板硝子
㈱NTTデータビジネスブレインズ
当社出資比率70.0％

2003年9月
08/3            59億円
09/3（計画） 53億円

組立加工 ｾｲｺｰｲﾝｽﾂﾙ
㈱NTTデータアイテック
当社出資比率60.0％

2003年12月
08/3 52億円

09/3（計画） 54億円

住宅・
樹脂加工

積水化学工業
㈱NTTデータセキスイシステムズ
当社出資比率60.0％

2005年1月
08/3           86億円
09/3（計画） 87億円

ﾌｧｲﾅﾝｽ NTTﾌｧｲﾅﾝｽ
NTTﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾅﾝｽ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ㈱
当社出資比率 66.7％

2006年7月
08/3           30億円
09/3（計画） 40億円

旅行 近畿日本ﾂｰﾘｽﾄ
㈱NTTデータテラノス
当社出資比率 51.0％

2006年10月
08/3           36億円
09/3（計画） 44億円

石油・金属 新日鉱HD
㈱NTTデータCCS
当社出資比率 60.0％

2008年4月 09/3（計画） 140億円

情
報
子
会
社

金融
（外為決済）

Getronics
NTTデータジェトロニクス㈱
当社出資比率 70.0％

2007年5月
08/3          116億円
（9ヶ月分）

09/3（計画）171億円

組込み
ｿﾌﾄｳｪｱ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾓﾊﾞｲﾙ
㈱NTTデータMSE
当社出資比率 60.0％

2008年10月
09/3（計画） 73億円
（6ヶ月分）

自動車・
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

－
㈱NTTﾃﾞｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑｽﾞ
当社出資比率 100.0％

2006年3月
08/3          151億円
09/3（計画） 147億円

ＩＴｻｰﾋﾞｽ

会社

SAP等 SMFG/日本総研
㈱JSOL
当社出資比率 50.0％

2009年1月
09/3（計画） 122億円

（3ヶ月分）

注：子会社の業績（売上高）は、各社の個別財務諸表の計上額（各社の子会社も含む）
注：海外子会社における為替レートは、期初計画策定時のレートを適用
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Ｇ－2

G．M&A実績（国内外）

戦略区分 対象分野 提携先（ﾊﾟｰﾄﾅｰ） 子会社名・出資比率 譲受・設立年月 子会社の売上高

流通・外食 西友
㈱ＮＴＴデータスミス
当社出資比率 86.4％

2005年7月
08/3            20億円
09/3（計画） 24億円ｺﾝｻﾙﾃｨ

ﾝｸﾞ会社 上流
コンサル

Capgemini 
ザカティーコンサルティング㈱
当社出資比率 95.0％

2005年8月
08/3            30億円
09/3（計画） 34億円

SAP等 NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ
itelligence AG
当社出資比率 77.2％

2008年1月 09/3（計画）335億円

ERP等 －
The Revere Group,Ltd.
当社出資比率 60.2％

2005年11月
08/3           76億円
09/3（計画） 78億円

日系現地
法人対応等

－
深圳NTTデータイーストネット
当社出資比率 51.0％

2007年7月
08/3           1億円
09/3（計画） 3億円

ｵﾌｼｮｱ －
Vertex Software Pvt. Ltd.
当社出資比率 68.7％

2007年11月
08/3           4億円
09/3（計画） 13億円

グ
ロ
ー
バ
ル

欧州現地
大企業等

ＢＭＷ
Cirquent GmbH
当社出資比率 72.9％

2008年10月
09/3（計画） 94億円

（3ヶ月分）

☆☆ 主なＭ＆Ａおよび資本提携戦略の実績（主なＭ＆Ａおよび資本提携戦略の実績（22/2/2））

注：子会社の業績（売上高）は、各社の個別財務諸表の計上額（各社の子会社も含む）
注：海外子会社における為替レートは、期初計画策定時のレートを適用
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☆☆ ＩＴパートナーの事例（ＩＴパートナーの事例（日本たばこ産業日本たばこ産業））

◇ 概要

NTTNTTデータデータ ウェーブウェーブ

製造業のお客様製造業のお客様

システム企画・提案・構築

○世界第3位のタバコ会社日本たばこ産業（JT）

の情報システム子会社と資本提携

○情報システム子会社の有する技術力と当社の

マーケットチャネルを活用し、市場を拡大

○JTとの共同ビジネスの展開

◇ 子会社の概要

○ 社名 （株）NTTデータウェーブ

○ 設立 2002年8月1日

○ 資本金 1億円

○ 株主構成 NTTデータ 80.1％

ＪＴ 19.9％

○ 社員数 約292名（2008年3月末現在）

○ 売上高 2008年3月期実績 134億円

2009年3月期計画 120億円

JTJT NTTNTTデータデータ

独自ノウハウを培ってきた
情報システム子会社の新たな
枠組みの中での自立・成長

新たなリソースとノウハウの
獲得による大規模システム
の開発力・提案力強化

製造業向けノウハウ、開発リソース

維持・管理
企画・提案

・経営管理システム（会計・人事）
・SCMシステム（販売物流）

協業による事業領域の拡大

Ｇ－3

G．M&A実績（国内外）



☆☆ITITパートナーの事例（パナソニックモバイル）パートナーの事例（パナソニックモバイル）

Ｇ－4

G．M&A実績（国内外）

パナソニックグループ
の事業に貢献

製造業のお客様製造業のお客様

パナソニックグループ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾓﾊﾞｲﾙﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾓﾊﾞｲﾙ

より幅広い顧客に対する組込み
ソフトウェアビジネスの拡大を目指す

NTTデータNTTデータ

NTTデータMSENTTデータMSE

＜パナソニックグループと当社とのＩＴパートナーシップ＞
◇ 目的

◇ NTTデータMSEの概要

○パナソニックグループとのITパートナーシップの確立

○組込みソフトウエア分野における幅広い実績・ノウハウ
の獲得

○幅広い顧客に対する組込みソフトウエアビジネスの拡大

○ 社名 株式会社NTTデータMSE 
○ 発足 2008年10月1日

○ 株主構成 NTTデータ 60%
パナソニックモバイル 40%

○ 従業員数 約1,000名（2008年10月1日現在）

○ 事業内容 組込みソフトウエア等コンシューマIT開発

○ 売上高 約130億円（2008年度計画）

システム開発技術・ノウハウ
ソリューションビジネス実績
を通じた事業拡大の貢献

当社とのパートナーシップの
中でのソフトウエア開発に
おける品質・コスト力強化

Ｍ＝Mobile Solution 
Ｓ＝System Solution 
Ｅ＝Embedded Solution
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○当社のグループ会社であるNTT DATA EUROPEが
itelligence社の公開買付を実施する契約を締結
（2007年10月23日）

○2007年11月13日～12月13日：第一次公開買付

発行済み株式数の約76％を取得しTOB成功

○2007年12月20日～2008年1月2日：第二次公開買付

第一次と合わせて発行済み株式数の約87％を取得

○2008年2月：グローバルビジネスにおけるシナジー創出
及びビジネス機会の拡大等を目的として、NTTコミュニ
ケーションズに発行済み株式数の約10％を譲渡

◇ 経緯

◇ 買収の狙い

☆☆ itelligenceitelligence社の現況について社の現況について

2005年 2006年 2007年 2008年

《《 itelligenceitelligence社社の売上高推移の売上高推移》》

○日系グローバル企業からのSAP対応の要望に応える
体制を欧州及び北米で確立するため

マレーシアのＮＴＴコミュニケーションズデータセンタを

利用し、ＳＡＰのアジア市場に進出

グローバルビジネスにおけるシナジー創出

ＮＴＴコミュニケーションズ
データセンタ（マレーシア）

ＳＡＰのアジア展開

（単位：百万ユーロ）

ＮＴＴ
コミュニケーションズ

経営権
取得

G．M&A実績（国内外）

Ｇ－5
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◇ 目的

○ ＢＭＷ社とのITパートナーシップの確立

○ 欧州の法人・金融分野における大規模優良企業を
中心とした顧客基盤の獲得

○ 大規模ＳＩ対応力のある開発リソースの獲得

・自動車、金融、保険などのSI、ITコンサル

ITパートナービジネスの海外拡大による

グローバルビジネスの推進

◇ 情報システム子会社（Cirquent社）の概要

○ 社名 Cirquent GmbH （所在地：ドイツ ミュンヘン）

○ 設立 1971年

○ 株主構成 NTTデータ 72.9%
ＢＭＷ 25.1%
自社保有 2%（2008年10月1日現在）

○ 従業員数 1,773名（2008年10月1日現在）
○ 事業内容 自動車、製造、金融、保険、テレコム業界向け

PLM、CRM、SCM等の開発、コンサルティング

○ 売上高 2007年12月期実績 286百万ユーロ（486億円)

ＢＭＷ

NTTデータ

情報システム子会社

（Cirquent社）

・自動車製造業界の世界的
企業としてのノウハウ

《 各社の強みとシナジー効果》

・システム開発
ノウハウ

・自動車、金融、保険、テレコム分野等における
大規模優良企業を中心とした顧客基盤

子会社の
企業価値拡大

欧州における
顧客基盤獲得
および
大規模システム
開発案件への
対応力強化

リレーション強化

☆☆ ＢＭＷの情報システム子会社の経営権譲受についてＢＭＷの情報システム子会社の経営権譲受について

G．M&A実績（国内外）
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ご注意

※ 本資料に含まれる将来の予想に関する記載は、現時点に
おける情報に基づき判断したものであり、今後、日本経済
や情報サービス業界の動向、新たなサービスや技術の進
展により変動することがあり得ます。
従って、当社グループとして、その確実性を保証するもので
はありません。

※ 本資料に掲載されているサービスおよび商品などは、株式
会社NTTデータあるいは各社の登録商標または商標です。
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